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文献 

なりの者が鈎虫に感染しており，全国平均では 20，-， 
30%の感染率といわれている。
わが国の鈎虫感染状況は，都市においては現在き 東南アジア，南アメリカの一部地域ではきわめて
わめてまれであるが，農村および農山村ではなおか 高率な感染率を示す地域があり，鈎虫感染の疫学解
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明の重要性は再認識される必要がある。 prehensive consideration of cause and effect 
人体に寄生する鈎虫は AnchylostomadU0denale of relationshipが対象として登場してくるのであ
〈以下A.d.と略す〉と Necatoramericanus (以下 る。すなわち鈎虫疫学への:first step は Demo-
N. a.と略す)および Anchylostomabraziliense， graphic studyであるが，現在までのところ，かか
まれに Anchylostomamalayanumの4種類があ る意味での研究はきわめて少ない。
る。 一方鈎虫の人への感染様式の究明は，実際の感染
日本においては普通に見られる鈎虫は N. a.およ が果してどのようにして行なわれてUホるかを究明す
び A.d.であり，古くより両種の鈎虫について，理 ることと深い関係があって，その解明が待たれてか
論疫学の立場から，また実験疫学の立場から，色々 らすでに久しいところであるが，必ずしも現在その
検討されており，両種鈎虫の生物学的生態学的差異 全貌が明らかにされたとは限らないのである。そし
が，疫学的研究の上に興味ある知見を与えている。 て鈎虫感染の解明があってこそ，鈎虫感染の疫学が 
Mac Maphon (1960)は Epidemiologyの Strategy 完成への距離を一歩進めたということができょう。
としてつぎのものを上一げている。 すなわち疫学は情報にすぎないけれども，その情報
Descriptive epidemiology を元にして，われわれの行動の指針が与えられるの
Formulation of hypothesis であるが，鈎虫の人への感染様式の究明を土台とし
Analytic epidemiology て，感染予防，ひいては鈎虫絶滅への実際行動に寄
Experimental epidemiologyである。 与し得られるのである。
このうち Descriptiveepidemiologyは Demo- 著者は上述のごとき見地からここに第 1編とし
graphic studyの色彩がきわめて濃いのであるが「あ て，鈎虫死亡に関する疫学的観察を行ない，あわせ
りのままの姿」を捕えることにより疫学のつぎの て第 2編においては鈎虫の人への感染様式につい
段階，すなわち tentativetheoryをうちたてうる て，現在までに不明な点に関し実験的感染実験を行
stageへと進み得るのである。かくして初めて Com- なったのでここに報告するものである。
第 1編死亡統計からの観察
標となり得るのである。
1.まえがき 鈎虫感染における量的な面からのわが国における 
Descriptive epidemiologyにおいて，われわれが 鈎虫感染についての検討は，深丈なされているが，
直面する問題を捕之るに際して，量的な面からの捕 鈎虫感染による死亡についで，その実態を見きわめ
え方と，他方質的な面からの捕え方とがある。量的 て，鈎虫の地域的な感染状況と比較検討することは
な面からの捕え方としては具体的には有病率，擢患 きわめて重要なことである。
率をもって把握するのであって，これにより問題の 鈎虫感染率についての報告は，松崎ら (1951，
焦点、が判然とすることが多い。一方質的な面の捕え 1952)，古賀 (1951)，柳沢ら (1951，1952)，岡部ら
方としては，死亡率，正常活動不能期間，後遺症率 (1952)，小宮ら (1952)，水野 (1953)，原田 (1951)，
などをもって種々の角度から問題を検討するのであ 浅田ら (1952)，外山ら (1955)，牟田口 (1955)，吉
る。 田.(1 956)，鈴木(1956)，ら多くの報告がなされて
鈎虫感染の疫学においては，質的な面からの検討 おり，小宮 (1956)は精密な検査さえ施行すれば，
としてはi 普通死亡率を含めた死亡統計が使われ 高緯度の寒冷地は別として，本邦農山村における鈎
る。すなわち平山 (1950)，田那村 (1958) が述べ 虫の感染率は，平均として 20"，， 30%ないしそれ以
ているように，死亡を長期的に連続的に観察するこ 上と推定した方が正鵠を得た推定とみなすことがで
とにより 鈎虫症による過去の変遷およびその対策 きると述べ，秋本 (1966)は1956"，， 1965の10年間p
の結果の反省，現時点における社会的意義，現在の に報告された府県別単位の鈎虫感染率を求め，幼虫
重要性と将来の見通し，そこにひそむ諸原因，将来 培養法による種別判定成績のみを集計して，鈎虫種
の対策が検討できしかも，わが国公衆衛生活動の指 別感染率とした。これを全国平均して，わが国の鈎
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虫感染率は 26.7%であり A.d.感染率 19.8%，N. 鈎虫症患者数:厚生大臣官房統計調査部の患者調 
a. .感染率 7.7%であると述べている。 査，昭和 35年，昭和 37年を使用した。
鈎虫死亡に関する業績は少なく，平山ら (1950) 基礎とした人口数は総理府人口推計の 1961年を
は大正元年より昭和 22年までの寄生虫死亡数を観 使用，その後は各年代のものを使用した。
察し，また府県別地域分布，性および年令，都会， 処理方法
および職業関係を分析し，本症の疫学的観察は，虫 死亡率:鈎虫死亡実数を総人口(各年代〉で除し
卵検査成績を基礎とすべきであるが，従来忘却され 100万倍して人口 100万対とした。
ていた死因統計よりする観察も全国的な分布消長の 鈎虫卵保有率:被検者総数で鈎虫卵陽性者を除
検討には，その画一性という点で，虫卵検査とはこ し，百分率で現わした。
となる長所を有していると考えられると述べ，さら 推計患者数:昭和 35年病院については各層より
に諸急性伝染病の激減趨勢をよそに，本症が戦前の 約 1/10の588施設を，診療所については約 1/100
数倍に増加していることは，文化水準の低さ，衛生 の抽出率で 599施設を選び出し，患者数を合計し
知識の貧困さを端的に表現するものであって，今後 た。全国推計患者は抽出された総施設数で，全国の
の公衆衛生の目標として，結核と同様に本症はこの 施設数を除し，全国推計値算出乗数として，全国推
組上に上るべきもので，諸事項の疫学的観察は今後 計値算出乗数に抽出された施設の患者数を乗じ，全
とも続行されるべきものであると述べている。 国推計患者数とした。
田那村 (1958)は 1950，.1954年の聞を中心とし 昭和 37年は病院については約 1/10の抽出率で
て，鈎虫死亡の疫学的検討を行ない，死亡数の年次 623施設を， 診療所については約 1/100の抽出率で
推移では大正初期から， 昭和 16年までは次第に減 2733施設を選び出し上記の方法により全国推計患
少傾向をたどり， 1941年では最低を示した。しかし 者数を算出した。
戦後は急激に増加し， 1947年は最高値を示し， 1952 
年までは 1000人以上が死亡し， 1951年から再び減 3. 成 績
少しているが， まだ 1921年に匹敵する高値を示し ① 年次変化
ている。性，年令別死亡率では，男女共に年令が進 I 鈎虫死亡実数の年次推移
むにつれて高くなる傾向があり，成壮年期ではいち 鈎虫死亡実数の年次推移は，表 L 図 1のごとく
じるしく女子に高い。府県別では，北海道，東北の である。総数では明治33年 604人であり，明治38
各県は低率であるが，中国，九州地方の諸県は高率 年には 1020と上昇し，明治40年では戦前で最高の
であるとし，死亡より観察するに当たっては鈎虫症 1179人となった。その後大_iE7年まで多少の変動
の様相を知るためには，多少の誤差はあれど，概括 はあったが，大正8年 645人， 昭和元年は 361人
的な実態を把握することにより，公衆衛生の施策の に，昭和 16年では戦前の最低の 208人と減少を示
根拠とし得られると述べている。 した。昭和 16年においては戦前の最高時の明治40
著者は死亡率を，年次別，地域別，年令別にiそ 年代の約 1/5の死亡数である。その後昭和 17年 244
れぞれを男女別に分けて，鈎虫症を質的な面である 人， 昭和 18年 270人と再度増加傾向を示し，第 2
死亡率より検討した。 次世界大戦後の昭和 22年では 1489人と急激に増加
して， 戦前戦後を通じて最高を示した。昭和 22年
2."方 法 より昭和 25年までは高値で変動したが，昭和 26年
資料とした死因統計は， 7回にわたって現在まで 1261人， 昭和 30年 624人， 昭和 33年 338人， 昭
かきかえられ，鈎虫死亡については，最近では昭和 和 36年 146人と減少し，昭和 37年では戦前戦後を 
25年変更があった。昭和 33年にも他の一部疾患に 通じて最低の 98人となった。昭和 37年には最高時
は変更がなされたが，鈎虫症については変更はなか の昭和 22年の死亡数の約 1/15となった。男子では
った。 明治33年 335人，以後増加して明治40年には戦前
鈎虫死亡実数:1936年までは帝国死亡統計より， 最高の 630人となり， 明治42年には 628人と高値 
1937年以後は人口動態統計の諸数値を使用した。 を示したが以後多少変動しながら減少して，大正 11
鈎虫卵保有率:昭和 35年までは衛生年報， 昭和 年 251人，昭和 12年 125人となり，昭和 15年には 
36年以後は厚生統計年報を使用した。 戦前最低の 94人となった。昭和 17年 125人，昭和
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表 1 年次別男女別鈎虫死亡数
二ト竺|総 性 女 性総 数 男 性 女 i性
明治33年 604 335 269 7 339 156 183 
34 682 391 291 8 306 151 155 
35 728 386 342 9 319 141 178 
36 918 495 423 10 330 164 166 
37 951 525 426 11 307 146 161 
38 1020 582 438 12 282 125 157 
39 1074 544 530 13 280 127 153 
40 1179 630 549 14 226 108 118 
41 1042 547 495 15 216 94 122 
42 1178 628 550 16 208 95 113 
43 1061 582 479 17 244 125 119 
44 1014 536 468 18 270 130 140 
45--大正1 1019 533 486 19 
2 923 499 424 . 20 
3 836 443 393 21 
4 851 453 398 22 1489 639 850 
5 864 454 410 23 1323 542 781 
6 888 445 443 24 1285 564 721 
7 962 493 469 25 1472 651 821 
8 645 320 325 26 1261 565 696 
9， 659 322 337 27 1062 478 581 
10 656 314 342 28 877 396 484 
11 517 251 266 29 770 370 400 
12 504 242 262 30 624 305 319 
13 412 212 200 31 .481 218 263 
14 442 208 234 32 401 180 221 
15--昭和1 361 193 168 33 338 161 177 
2 385 197 188 34 257 121 136 
3 380 187 193 35 210 97 113 
4 381 163 218 36 146 78 68 
5 318 131 187 37 98 ょ 44 54 
6 349 142 207 
18年 130人と増加の傾向を示し， 戦後の昭和 22年 II 鈎虫死亡率の年次推移
には 639人と急上昇し， 昭和 25年には最高の 651 鈎虫死亡率は表 2，図 2に示すごとく，明治 33年
人となったが，以後急激に減少して，昭和 30年 305 13.5で， 以後急激に上昇し， 明治 40年では戦前戦
人，昭和 33年 161人，昭和 35年 97人，昭和 37年 後を通じて最高の 24.1となった。その後 2，-，3年間 
44人と最低となった。女子では明治 33年269人， 変動するも，明治42年より大正 13年までは急激に
以後増加して明治42年戦前最高の 550人となり， 減少し， 大正 10年 11.6，大正 13年 7.0となった。
その後は昭和 16年まで漸減して， 大正 12年 262 大正 14年頃から昭和 16年頃までゆっくりと減少
人，昭和 16年 113人となった。戦後昭和 22年最高 し，昭和 5年 4.9，昭和 11年4ム昭和 16年 2.9と
の850人となるも， 昭和 29年400人， 昭和 32年 なった。その後 2，-， 3年間増加傾向を示し，戦後は 
221人，昭和 35年 113人，昭和 37年 54人と最低と 19.0と急激に上昇し， 3，-， 4年間多少変動するも，
なった。 昭和 25年より急激に減少して， 昭和 30年 7.0，昭
和 35年 2.2，昭和 37年1.0で最低値を示した。最低
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図 1 年次別男女別鈎虫死亡数
川，福井，静岡，岐阜，香川，高知， 1..，4.9の聞は
男女別に観察すると，大体総死亡率と同様に経過し
ており，男女共に最高は明治40年， 最低は昭和 37
年で，男子においては最高は 25.5，最低は 0.9，女
子では最高は 22.7，最低は1.1であった。男女別に
その推移を観察すると j 明治 33年男子 14.8，女子 
12.1，明治 40年男子 25.5，女子 22.7，大正元年男子 
20.1，女子 18.7と，男子が女子を上廻り，この傾向
は大正7年まで、続いたが，それ以後は逆に女子が男
子を上廻り， 大正 14年男子 6.9，女子 8.0，昭和 15
年男子 2.7，女子 3.3，昭和 25年男子 16.0，女子 19.4
と昭和 37年までこの傾向は多少の変動はあるも続
いている。 
② 地域分布
 
I 府県別男女性別鈎虫死亡率

昭和 35年は表 3，図 3のごとくであり， 昭和 37 
年は表 4，図 4のごとくである。
昭和 35年男子では 10以上は奈良， 鹿児島であ
広岡山，島根，群馬，の間では栃木，9.9，.5り， 
島，山口，熊本， 1，.4.9の聞は福島，茨城，新潟，
富山，石川，山梨，長野， 岐阜， 静岡， 愛知， 大
阪，兵庫，和歌山，鳥取， 徳島，福岡， 佐賀， 長
崎， 大分， 宮崎であり， 0.9以下はその他の府県で
ある。 35年女子では 10以上は鹿児島一県で， 0.9以
下は北海道，秋田，福島，山形，群馬，東京，神奈
その他の府県である。昭和 37年男子は 5，.9.9では
熊本， 1，.4.9は宮城，山形，栃木，東京，千葉，埼
玉，静岡，岐阜，石川，福井，滋賀，岡山，島根，
広島，山口，佐賀，長野，大分， 鹿児島， 0.9以下
はその他である。女子で 5，.9.9の聞は島根，長崎，
鹿児島であり， 1，.4.9の聞は栃木，新潟，長野，岐
阜，静岡，三重，兵庫， 和歌山， 岡山， 山口， 高
知，福岡，佐賀，熊本， 宮崎で， 0.9以下はその他
の府県である。 
1 地方別男女性別鈎虫死亡率
表 5，図 5のごとく，上記府県別を大きく 10地方
に分類すると，すなわち北海道，東北地方，関東地
方，北陸地方，中部地方，東海地方，近畿地方，中
園地方， 四園地方および九州地方に分けて昭和 35
年と昭和 37年を観察すると，昭和 35年男子では，
中園地方 5.7，九州地方4ふ近畿地方，四国地方は 
2ふ関東地方，東海地方 2.2，北陸地方1.9，中部地
方1.6，東北地方 0.1，北海道 Oであり，女子におい
ては九州地方 6ム関東地方 4.2，中国地方 4ム近畿
地方 2.9，北陸地方 2.2，東海地方 1ム中部地方1.1，
四園地方 0.9，北海道 0である。昭和 37年男子にお
いては，九州地方 2ム北陸地方 2.0，中園地方1.6，
関東地方1.1，東海地方 0.9，北海道 0.8，東北地方 
0.4，中部地方 0.4，近畿地方 0ム四園地方 0の順で
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表 2 年次別男女別鈎虫死亡率(人口 100万対〉
瓦竺|総数 男性|女性|厄ト竺|総数 男性|女性 
明治33年 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45"，大正1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15"，昭和1 
2 
3 
4 
5 
6 
13.5 
15.0 
15.8 
19.6 
20.1 
21.3 
22.3 
24.1 
21.0 
23.4 
20.8 
19.3 
19.3 
17.3 
15.4 
15.5 
15.5 
15.8 
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ある。女子においては中園地方 2.5，九州地方 2.5， ての Polya-Eggen bergerの法則を適用するとき，
東海地方1.4，中部地方1.1，北陸地方1.0，近畿地方 Poisson法則より準かに実際値と良く一致してお 
0.8，四国地方 0.5，関東地方 0ム北海道および東北 り，特に Polya-Eggenbergerの法則で，弱伝播度
地方はいずれも Oである。 とも言うべき dの値に対して注目している。 
111 分布形式の統計的観察 著者は昭和 37年度府県別男女性別鈎虫死亡率を，
桑原 (1950)は伝染病の発生ないし死亡は伝染源 男女各々 Polya-Eggenberger分布及び Poisson分
たる患者から患者へと病源体を伝播していくために 布に適用してみた。昭和 37年府県別死亡率は表4
起こるものであり，特殊な場合を除いて一般に総人 のごとくであり，ー府県の死亡率は日本全体の人口
口より見ればきわめて少数すなわちまれな現象であ よりみればきわめてまれな現象であり，死亡率皆無
るから，数学的には①まれな現象に属する確率で の県もあった。そこで Pólya-~ggenberger 分布，
あること， ②伝播性の確率であることが必要であ Poisson分布の理論値を出してみると，表 6，図 6，
ると述べ，伝染をまれにして弱伝播性なる現象とし のごとくである。府県別死亡率を 7階級にとり，こ
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女子では 9才までは生後より Oであり， 10'""'14才 
1.0 0.19，15，"，，"， 19才 0，20，"，，"， 39才 0，40'""'4才 0.3，45，"，，"， 
o 49才1.5，50"，54才 2.1，55，"，，"， 59才1.6， 60"，64才 
7 1.1，65，"，，"， 69才4.0，70'""'74才 15.3，75'""'79才 18.8， 
6.0 80才以上 14.0である。男女性別においてとくに女
子に高く男子に低い年代は 40，"，，"， 59才の間であり， 
1.08であり，適合度の検定で良く適合している。昭 60才以上は女子より男子にむしろ高率である。また
和 37年女予で， Poisson分布では 16.9，16.9，8.5， 男女とも 40才以上より死亡率が上昇していること 
2.8. 0.7，0.1，0.02，であり， Polya-Eggenberger分 が認められる。昭和 22年より，昭和 37年までの鈎
布では 25.3，9.9，4.9; 2.6，1.4，0.8，0.5で， Poisson 
分布では適合度の検定で不適合であるが， Polya- 表 5 地区別男女別鈎虫死亡率
Eggenberger分布に対しての適合度を検定してみ
(人口 100万対〉
ると Polya・Eggenberger分布に良く適合しており，
弱伝播度 d= 1.08で、あった。 
③ 年令別鈎虫死亡率
成熟期， とくに女性に死亡率が高いことは，平山 
(1950)，田那村(1958)により指摘されており，鈎
虫死亡と婦人の問題がうんぬんされている。
昭和 37年， 男女性別 5才階級別鈎虫死亡率は図 
7のごとく，男子では 14才までは生後より 0，15"， 
19才 0.2，20，"，，"， 24才 0，25，"，，"， 29才 0.2，30，-..，34才 0.3， 
35，-..，39才 0.6，40，-..，44才 0，45，-..，49才 0 50'""'54才 .4， 
0，5'""'59才 0.9，60，-..，64才 2.5，65，-..，69才 8.2，70，-..， 
74才 17.4，75，"，，"， 79才 25.0，80才以上 19.0である。
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才以上の群に分けて50才の群と49，-15虫死亡率を 
，-15のごとくである。8図，7検討してみると，表 
49才の群よりみると昭和 22年男子では 7.3，女子で
図 6
は 14.5であり多少の変動はあるもこの関係は保た
れて，昭和 27_;年男子 3.5，女子 6.6，昭和 30年男子 いてみれば昭和 22年男子 75.2，女子 71.9であり，
昭和 37年鈎虫死亡率の分布形式
1.5，女子 3.1，昭和 33年男子 0.7，女子1.6と大体女 才の群の死亡率と比較して男子では49，-15同年の 
子が約 2倍の死亡率を維持しながら死亡率は激減し 約 10倍， 女子では約 6倍である。昭和 30年男子 
た。昭和 34年男子 0.9で上記の関係は見られず，昭 37.5，女子 30.8，昭和 34年では男子 14.5，女子 13.3，
和 35年は女子が男子の 2倍を示したが，昭和 36年 昭和 37年では男子 4.8. 女子 5.3と減少著明である
男子 0.3，女子 0.3，昭和 37年男子 0.2.女子 0.2で男 才の群と比較して，男女聞の差は著明で49，-15が， 
女聞に差はなくなってしまった。 50才以上の群につ なく， 15 ，.，.，25倍もの高い死亡率15才の群の約49，-
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表 7 年令階級別男女別鈎虫死亡率の
年次推移(人口 100万対〉 。
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4. 
 手苦
は関東，中国，九州地方に高率であり，昭和 37年で
24 5.4 12.0 
25 5.8 11.1 
26 4.3 8.2 
27 3.5 6.6 
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30 1.5 3.1 
31 1.3 2.5 
32 0.8 2.0 
33 0.7 1.6 
34 0.9 0.9 
35 0.4 0.8 
36 0.3 0.3 
37 0.2 0.2 
を示した。
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28.9 
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46.2 
41.1 
30.8 
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と50才以上の 2つの群に分け，昭和 22年から昭和 
37年まで観察した。
①年次別死亡率では明治40年代と， 第 2次世
界大戦後の 2，._3年が高率であり近年死亡率は急激
に低下している。男女性別の推移では大正7年頃ま
で男子死亡率が女子のそれを上廻っていたが，それ
以後， 昭和 37年までこの関係は逆転して， 女子の
死亡率が男子のそれをむしろ上廻っている。 
② 地域別では，各府県別と，府県をさらに大き
く十地方に分けて観察した。昭和 35年男女で死亡
率の高い県は，鹿児島，奈良，島根，香川，山口，
岡山，広島， 熊本， 栃木， 群馬で， 女子では鹿児
島，滋賀，埼玉，鳥取，大分，佐賀，熊本，栃木で
ある。昭和 37年では男子は熊本一県となり， 女子
では島根，鹿児島，長崎である。十地方に分けた場
合で昭和 35年， 男子では中国，九州地方， 女子で' '  、‘j 
鈎虫死亡を年次別，地域別，年令別にそれぞれ男 は死亡率の低下は著明であるが，男子では九州、[，中
女別に分け，年次別では明治33年より昭和 37年ま 国，北陸地方が，女子では中国，九州地方がやや高
で，地域別では昭和 35年と，昭和 37年を，年令別 率である。
には昭和 37年を 5才階級別に分け，また 15，._，49才 府県別鈎虫死亡率の昭和 37年を男女別に， Pois-
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son分布， Polya・Eggenberger分布にあてはめて
みると， Polya-Eggenberger分布には良く適合し
ているが， Poisson分布には適合しない。 
③ 5才階級別では男子では 55"，59才階級より，
女子では 40"，44才階級より死亡率の上昇がみられ
る。男女性の差では 40"，59才までは女子が男子を 
上廻っているが，それ以後は男子が女子を上廻って J
いる。 15"，49才と 50才以上の群に分けた場合，昭
和 33年までは 15"，49才において，女子の死亡率が
男子の死亡率の約倍も多いが昭和 34年以後男女と
も同率の死亡率Jである。 50才以上では 15"，49才の 
群に比較して男女共高く， 15"，49才の約 15"，25倍
も高率で、ある。
5.考察
鈎虫感染の疫学としての Descriptive epidemio-
logyにおいては， 鈎虫の感染を量的な面と質的な
面からの検討が必要であることは先に述べたとおり
である。
鈎虫感染については，前にも述べたごとく多数の
報告があり，秋本(1966)は最近 10年間の結果を
総合的にまとめて感染の疫学の量的な面からの把握
を試みた。そこで、鈎虫死亡についての検討が必要な
ことではあるが，死因統計よりの疫学的観察は鈎虫
症を検討する上には極端な場合であるが，長く連続
的に，広い範囲にわたって観察で、きる長所もあり鈎
り，最低は死亡実数，死亡率とも昭和 37年である。
図 2のごとく，死亡率よりみると，二つの大きな
山， すなわち明治 40年前後と第 2次世界大戦後の
昭和 20年頃を中心とするものであるが， これは明
治 40年前後の日露戦争，昭和 20年頃の世界大戦後
Fの社会的事情を考えあわせる時，興味ある曲線を示
している。
微細な変動であるが，男女性別に年次推移を観察
すると，明治 33年男子 14.8，女子 12.1で，男子が
高く，大正元年男子20.1，女子 18.7，大正 5年男子
16.1，女子 14.9で同様男子が女子より高かったが，
大正6年には男子 15.6.女子 15.9で女子が男子を上
廻り， 多少の変動はあるがこの傾向は昭和 37年ま 
で続いている。すなわち明治 33年より 15年間は男
子が女子を上廻っていたが，その後多少の変動はあ
るも約 40年間は女子が男子を上廻り， そのうち第 
2次世界大戦後の 5年間はこの傾向が著明であり，
昭和 33年以後はあまり男女聞の差は著明でない。
これは我が国の産業構造が農業より工業化への道を
進んで行き，働く農民男子が多数工場へ移行したた
め，農業従事者の構造改革が行なわれ，女性が働く
主役となっていった過程と男女性聞の推移を考えあ
わせるとき興味ある問題である。
周那村 (1958)は感染率〈全国鈎虫卵保有率〉よ
り比較観察して， 昭和初期より 1940年までは感染
率の傾向は，死亡数と同じ傾向で漸減しているが，
虫症もまた，鈎虫死亡をとおして検討してみる必要・戦後の感染率の増加の傾向はみられず，約 4%内外
があろう。著者はまず，年次推移について，つぎに
地域分布について，三番目には性および年令関係に
ついて考察を加えた。 
① 鈎虫症死亡の年次推移
田那村 (1958) は死因分類については， 昭和 25
年変更があり，同年の鈎虫死亡数は新旧分類で比較
すると，昭和 25年， 鈎虫死亡実数は新分類で 1472
人， 旧分類では 1395人で大差はない， その基準の
いかんによって年次推移が大きく歪められたとは考
えられないとしている。
死亡実数よりみると， 総数では昭和 22年 1489
人，男子では昭和 22年 639人，女子でも昭和 22年
の850人がいずれも最高であり，最低はいずれも昭
和 37年の総数 98人，男子叫ん女子 54人である。
死亡率よりみると最高は男女とも明治 40年であり，
男子 25.5，女子 22.7である。最低は昭和 37年の男
子 0.9，女子1.1である。死亡実数での最高は昭和 22 
年であり， 死亡率より見ると明治 40年が最高で、あ 
であるとして，検便法に問題があるのではないかと
し，平山 (1950)は上記の問題に関して，検便が都
市で行なわれ，農村で、は行なわれなかったためと推
定している。いずれにしても鈎虫卵保有率は減少し
ているが，昭和 36年 2.8%，昭和 37年 2.8%，であ
り，患者調査でも昭和 35年病院入院数推計 442人，
病院外来推計 629人， 診療所外来 2501人で計 3671
人， 昭和 37年病院入院推計 327人，外来 429人，
診療所推計 2311人で計 3167人も鈎虫症の患者がお
ーり，文化国家を自称するわが国でありながら，鈎虫
卵保有率 3%前後，患者数 3000:人以上もあること
は，鈎虫予防対策の必要性が痛感させられると同時
に，現在でもなお公衆衛生上重要な問題として注目
される必要があると思わ，れる。 
② 地域分布
わが国の鈎虫死亡の地域分布については，平山ら一
(1950)は昭和 8年から昭和 19年の聞の合計と昭和
.22年を，田那村 (1958)は昭和年 25から昭和 29年
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までを平均して報告している。
著者は昭和 35年と昭和 37年の 2年聞を男女別に
比較した。昭和 35年男子で高率な県は， 鹿児島 
11.8，奈良 10.5，島根6.9，香川[6.8，山口 6.4，岡山
6.3，広島 5.7，熊本 5.6，栃木 5.5，群馬5.3，で，女
子では鹿児島 22.4，滋賀 6.8，埼玉 6.5，鳥取6ム大
分 6.2，佐賀 6.1，熊本 5.2，栃木5.1である。 37年男
子では熊本 7.0.女子では島根 6.7，鹿児島 6.0，長崎
5.7である。男子においては昭和 35年高率の鹿児
島，香川，奈良，栃木，群馬，島根，岡山，広島，
山口，熊本のうち，昭和 37年になると熊本を残し
て5.0以下となった。女子では昭和 35年高率の鹿
児島，栃木，埼玉，滋賀，鳥取，佐賀，熊本，大分
のうち，昭和 37年になると鹿児島を残して低下し，
新たに島根，長崎が増加した。秋本(1966)の調査
の感染率を上記高率の府県にあてはめてみると，昭
和 35年では 35.0%，昭和 37年 37.0%となり，秋本
算出の全国平均値 26.7%よりかなり高い値を示し
ている。このことから死亡率の高い県は感染率も高
いことが考えられ得る。秋本(1966)はわが国では
A. d優先が圧倒的に多く， N. aの優先の府県はわ 
ずかに，官城，茨城，栃木，埼玉，千葉，東京，宮
崎，鹿児島としているが，これらの府県と死亡率と 
の関係は不明である。死亡率の高い府県に重点的に
予防，撲滅対策を立てることにより，鈎虫症予防と 
撲滅に相当効果が上るのではないかと思われる。
田那村 (1958)は各府県を十地方に分け，北海道
東北に鈎虫死亡数少なく，中国九州地方に多い，こ
の顕著な地方差は鈎虫感染状況と併行的関係が存在
するごとくであり，温暖地に高く，寒冷地に低い
'が，鈎虫死亡率の地方分布もまた同様で、あったとじ
ている。著者は昭和 35年と昭和 37年の鈎虫死亡率
を男女性別に十地方に分け℃観察すると， 昭和 35
年男子では中国，九州地方が高率で，北陸，中部，
東北，北海道で低く， 昭和 37年男子では死亡率の
低下はあるが九州，中国，北陸がやや高く，女子で
は昭和 35年，関東，中国，九州に高率，低率の所
は北海道，東北， 中部，東海， 四国である。昭和
37年では男性と同様低率となるも，中国，九州にや
や高率である。このように男女とも，中国，九州地
方とも死亡率高く，北海道，東北地方は低率であ
る。田那村 (1958)のいうように，温度的条件も大
まかにみると考慮せねばならないが，東海，四園地
方ともに低率で、あることは，温度条件ばかりでな
く，他の生態学的条件の考慮も必要ではなかろうか
と考えられる。
③ 性および年令と鈎虫死亡との関係 
平山ら(1950)は昭和 22年を男女性別に 5才階 
級に分けで観察すると，成熟女性に死亡率が高いの
は，台所仕事が関係するのではないかと考え，さら
に女性固有の擢病素因があろうと推定している。田
那村(1958) は1950，-，1954年の 5年間 5才階級別 
に死亡率を取り，乳幼児に比較的高く，少年期に最
低値を示し，その後年令とともに増加し老年に至っ
ては男子では 75，-，79才，女子では 70，-，75才に高
く，性別では少青壮年期において，女子が男子に比
して遥かに高率であるとし，感染については性差が
生ずるとは思えず，擢病素因に注目し，休養，栄養
の面もこれに関与しているのではないかと推定して
いる。著者はまず昭和 37年5才階級別， 男女別に
死亡率を検討し，つぎに 15，-，49才と 50才以上の二
つの群に分けて，昭和 22年より昭和 37年まで検討
した。昭和 37年男子では 50，-，54才までは多少の変
動のみで， 60，-，64才 2.5， 65，-，69才 8.2，70，-，74才
17ム 75，-，79才 25.0，80才以上 19.0で， 55，-，59才
以上で死亡率の上昇は顕著である。女子においては
5，-，9才までは 0，その後多少の変動はあるも 1以下
であり， 40，-，44才 0.3，45，-，49才1.5，50，-，54才 2.1，
55，-，59才1.6，60，-，64才 1ム 65，-，69才 4.0，70，-，74 
才 15.3，75，-，79才 18.8，80才以上 14.0で男子と同
様，若年者に少なく年令が 40，-，45才以上から急激
に上昇を始めている。性差では女子が男子を上廻つ
ているのは， 40，-，59才の間で，それ以後はむしろ，
男子が女子を上廻っている。青壮年層においてほ，
男女聞の性差は著明でなく，男女共に，中老年層に
死亡率が高く，この層では男子が女子よりやや高率
である。姪娠可能年令である 15，-，49才と 50才以上
の三つの群に分けて検討してみると， 15，-，49才代の
群では昭和 33年までは女子の死亡率が男子の死亡
率の約 2倍も高率であったが， 昭和 34年以後はこ
の関係ははっきりしないで男女共ほぼ同じ数の死亡
率である。 50才以上の群では 15;.，49才代の 15，-，25 
倍も高率を示しこの関係は昭和 37年まで続いてい
る。このように 40代 50代以上の死亡率が男女とも
高いのは，体の抵抗力の弱さ，および鈎虫症に対す
る衛生知識の低さを物語るものではないかと考えら
れ，今後この年代への対策の必要性があるものと考
えられる。
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第二編実験的感染
1.まえがき
鈎虫の人体感染実験による感染経路の追求は古く
より多くの業績があり，生物学的には N.a.は経皮
感染が， A. d.は経口(経胃)感染が主道であろう
といわれている。 
水野 (1956)は鈎虫の感染経路に推測的考察を加 
え，生物学的感染経路としての経口感染能力，経皮
感染能力の強弱と，都会地，農村の実際の場におけ
る感染経路とは必ずしも一致するとは限らぬとし
て，鈎虫に関する自然的条件，人に対する環境的社
会的条件および鈎虫と人との生態学的関係なども考
慮して，初めて実際の場における感染経路もうんぬ
んし得るのではなかろうかと推定している。
このように鈎虫感染経路究明に当たっては，生物 
学，生態学的な条件を考慮に入れての検討が必要で
はあるが，その基礎としての重きをなすものは，や
はり鈎虫の人への感染経路の定量的な検討，すなわ
ち正確なる感染実験である。
人体感染実験のうち，経口感染実験を行なった者 
的に感染するのが主道であり， A. d.では経口的に
感染するのが主道で，経皮感染様式は従であるとし
た。さらに最も感染成功率が低いアメリカ鈎虫の経
口感染能力を 1として，他の場合を算出してみる
と， A. d.の経皮感染能は 34，N. a.の経皮感染能
119， A. d.の経口感染能は 638である。すなわち
N.a.の経口感染能力は最も弱く，ついで A.d.の
経皮感染能力であり，強力なのは N.a.の経皮感染
能力と A.d.の経口感染能であるとしている。
このように生物学的に， N. a.， A. d.に感染能
に差が寄在するが，この理由追求のために多くの研
究がなされて来た。
胃液に関しては，宮川 (1912)，熊谷 (1912)，石
井 (1931)，横川 (1926)らの研究があるが， 平JlI
(1959)は A.d.， N. a.，各仔虫の胃液に対する抵
抗性を検討して，一般に， A. d.は N.a.よりも胃
液に対する抵抗性が強いことを示した。その他血液
中に仔虫を浸して，それから仔虫による感染実験を
行なったものに，岡田 (1930)，神子 (1939)，江崎
(1942)，-水野，半田 (1962)，渡辺 (1964) らがあ
は， Leichtenstern (1889)，横川 (1942);大場 (1929)， る。また臓器乳剤に浸潤させた仔虫をもってせる感 
Kendrickく1934)，上田 (1943)，島田 (1951)，光井 染実験は，中島 (1931)，長谷部 (1940) らが行な
く1954)，富士田 (1954)，蒲 (1956)，磯田 (1958)， い， N. a.仔虫を経皮的に実験動物に感染させた後，
山下ら (1958)，平川 (1959)，鈴木 (1959)，吉田ら その肺臓から採集した同仔虫を人に経口投与した実 
(1958)，石原 (1959)，永井 (1960)，三上ら (1960)， 験に，荻野 (1960)，徳永 (1964)，関根 (1965)ら
小池 (1960)，渡辺 (1964)，大内 (1964)，徳永 がある。 
(1964)，安戸 (1965)，関根 (1965)，山本(1965)ら 柳沢，水野(1961)は感染経路に関する研究の中
であり，これらのうちで A.d.により，経口感染の で，経口的に鈎虫仔虫が摂取された場合，仔虫の一
成功を報告しているものは，大場(1929)， 上田 部は口腔，咽頭，食道などの粘膜から侵入するであ 
(1963)，光井 (1954)，山下 (1958)，吉田ら (1958)， ろうとして，口腔咽頭粘膜よりの侵入を示唆した。
平川 (1959)，小池(1960) ら多くの研究者にみら
れ，一方 N.a.については経口感染が成立したと報
告したものはわずかに大場(1929)，小池(1929)，
安戸(1960)，関根 (1965)らである。
これらにより，経口感染では A.d.は N.a.に比
して透かにその感染の成立は容易で、あることが考え
られる。柳沢，水野 (1961)は体内に侵入した仔虫
数に対して感染成立した成虫数の割合を百分率で現
わし， 100例以上の人体感染実験結果をまとめて， 
A. d.が経口的に感染する確率は 54.9%，経皮的に
は4.1%であり， N. a.は経口的には 0.09%，経皮
的には 13.5%とし， 生物学的には N.a.では経皮
長花 (1962，1963)は生後 1"，3カ月の仔犬 40頭
に，口腔粘膜へおのおのアメリカ鈎虫仔虫を 500隻
作用させ，その結果自然界における N.a.経口感染
能をうんぬんする場合，単に直接胃内に送入された
幼虫が発育成長を示すかどうかという問題のみなら
ず，消化管に達する以前に幼虫が宿主体内に侵入す
る場合も考慮に入れなければならないとして，人の
口腔粘膜に N.a.幼虫を 20分間 200隻，作用させ，
閉口したままで安静にして，その後口腔内をうがい
させたところ，全例に感染成立したとして， N.a. 
の感染予防には，経皮感染のみならず，経口感染の
存在も，経胃感染と区別して考慮に入れる必要があ
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るとしている。このように N.a.の口腔内感染の重 N.a.および A.d.単独保有者の決定に当たって
要性が問題となるが， A. d.の口腔内感染について は， 280Cの下で瓦培養した活発な感染期行虫を検
も同様の問題が発生することは明らかである。 査することにより決定した。実験には N.a.および
水野ト伊藤(1962)は N.a.の感染期仔虫がいか A. d.の単独保持者の便を使用した。この単独保持
なる条件のもとに口腔粘膜より体内に侵入して成虫 者の便を瓦の上に均等に， 小指頭大位の便を 5mm
に達するかを吟味して，作用時間と作用仔虫数に条 位の厚さにぬり，シャーレの上にのせ，シャーレと
件をつけて， N. a.の感染期仔虫を 300秒間，人の 瓦の聞には瓦の 8分目位まで漉過水を浸し， 7日間
口腔粘膜に作用させ，侵入仔虫数に対して， 46.2% 280Cのふ卵器内に放置し， 櫨過水中に移行せる感
の感染成就率を得たが， 作用時間が 90秒の場合， 染期仔虫を遠心沈澱し，高濃度の感染期仔虫液を作
時間培養し櫨過水に移行して48同様の方法で り，が口a.N.感染成立は認めなかった。このことから 
腔粘膜から人に感染するためには，その一つの条件 きた活発な仔虫のみを採集し，再度遠心沈澱して，
として，同仔虫が口腔粘膜と接触している時間の長 高濃度の仔虫液を作り， これを感染実験に使用し
短が大いに関係あるものと推定している。著者は た。 
A. d.に対して，口腔粘膜感染に注目し，はたして， ③ 仔虫計算法 
A. d.が人口腔粘膜に侵入するか否か，侵入すると 口腔粘膜に作用させる仔虫数の計算は正確を期す
すれば， どの位の割合で侵入するものなのか，また 必要がある。このために平川が (1957)が行なった
侵入の条件として，仔虫の粘膜との接触時間の長 手技をもちいた。すなわち内径 4mm，肉厚 1mm，
短，およびその作用仔虫数の多少に注目した。すな 外径 6mmのガラス管を毛細管ピペットを作る際
わち A.d.感染期仔虫を 8"，"， 12隻， 300秒間，直接 の要領で引延して作った直径約 0.1"，1.0mm;長さ
人の口腔粘膜に作用させた。また対照として， N. a. 約 8cm前後にし，高濃度の行虫含有液の中にこの
の感染期仔虫 103隻を口腔粘膜に作用させ，その後 ガラス毛細管の一端を入れると，仔虫含有液は毛細
大量の水で口腔内を良くうがいさせ，残ったうがい 管現象により管中に上ってくる。約 6cmの高さま
水の中の仔虫および皮鞘を数えた。その結果より， で液が吸いこまれたら， 速かにガラス管を取り出 
2，3の知見を得，考察を加えた。 し，周囲についた液を拭ってガラスにのせ，そのま
まあるいは一端をセロテープで固定し，十字動装置
2. 実験方法 を用いて一端より他端に向かって検鏡した。この際
① 被検者 仔虫の活動欠如したもの，および仔虫とまぎらわし 
被検者は都市に生活している 20才前後の健康な い浮、縫物体の混入したものは，その毛細管ピペット
男子大学生 5名であり，農業とは全く関係はなく生 を除外した。
活している人達で，いずれも現『在まで鈎虫感染はも つぎに口腔粘膜に作用させた後の毛細管ピペット
ちろんのこと，その他の寄生虫性疾患に躍患したこ を，再度スライドグラスの上にのせ残在仔虫あら
とのない人で，実験前数回にわたって，硫苦加飽和 ば，初めの投与前の全仔虫数より差引き，正確な投
食塩水浮滋法により，また瓦培養により，鈎虫卵お 与仔虫数の決定を行なった。
よび鈎虫仔虫を認めなく，また他の寄生虫卵も認め ④ 仔虫投与法
ないことを確認じた。検査で，血沈，尿ウロピリノ 上記の方法により得た，感染期仔虫を使用し，表
ーゲン・テスト，糞便潜血反応，赤血球数，白血球 8のように被検者 5人のうち，第 1""第 4例までは，
数，ヘモグラム，血色素量の測定を，すべての被検 A. d.仔虫を，第 5例には N.a.仔虫をそれぞれ作
者に実験前に行なったが，正常範囲内で、あった。ま 表 8 感染方法
h-O::J nt881た既往でアレJレギ一体質はなく，心疾患，腎疾患， I/~ co17 r-h~ DITI/~ [:I:l.n- -1作11 用時間|作用仔虫数r1-:1-.被検者|作用仔虫種別l作用部位1 r~_，~~ 1RJI結核などの病気に擢患したことはなかった。実験は | Jim I=lP l!L.1 (秒) 11 (隻〉 
隻12秒1300ズビニ鈎虫|口腔粘膜No.11月にかけて行ない，重感染を予防するために，9"，8
被検者全員にす足で土壌を歩いたり，園芸を禁じ， No.21ズビ・ニ鈎虫| グ i グ 12 
野菜その他は良く洗って食べるように指示して徹底 No.31ズビニ鈎虫
グググ，'，
・f
， '，
- A '
4F.4
12 
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させた。 No.41ズビニ鈎虫 
No.51アメリカ鈎虫
② 実験材料 
8 
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用させた。作用部位は口腔前庭で下顎の第一大臼歯 隻，第 3例には 12隻，第 4例には 8隻， 第 5例に
の部位である。被検者全員まず良く口腔内をうがい は N.a.の感染期仔虫を 103隻，おのおのに口腔粘
させ，毛細管ピペットの感染期仔虫を作用部位に吹 膜に 300秒作用させた。第 1例では回収皮鞘 3，回
き出し， 300秒間そのままの姿勢で， 口腔を動かし 収仔虫数6隻で、あった。第 2例では回収皮鞘数4，
たり，唾液をのみこむことを禁止し，その後ただち 回収仔虫数 8隻，第 3例では回収皮鞘数 3，回収仔
に櫨過水で口腔内を良くうがいさせ，そのうがい水 虫数 8隻，第 4例では回収皮鞘数 2，回収仔虫数6
を採集して，うがい水中の仔虫および皮鞘をも算定 隻，第 5例では回収皮鞘数 21，回収仔虫数 73隻で
した。うがい水中の仔虫および皮鞘の回収方法は， あった。 
遠心、沈澱3回を基本として，まずはき出させたうが!
い水を遠心用試験管に分け，遠心沈澱した後，上澄
3. 実験成績 
と沈澱層に分れた試験管より，上澄 2/3を取りこれ ① 口腔粘膜侵入状況
を集めて， 再度遠心沈澱をし， 上澄と沈澱層に分 口腔粘膜への侵入状況を定量的に把握するに当た
け，上澄 2/3をもう 1回遠心沈澱して上澄 2/3だけ っては，仔虫計算法，仔虫投与法で述べた方法によ
を捨て，残った沈澱層をすべて集めて，同じように り投与仔虫数，回収皮鞘数，回収仔虫数を使用して
上記方法をくり返し試験管の 1本にまとめて，これ 推定した。すなわち投与仔虫数より回収仔虫数を差
を遠心沈澱し，仔虫計算法の所で述べた平川 (1957) し引くことにより，また仔虫が口腔粘膜へ侵入した
の方法を用いて，皮鞘および仔虫を数えた。なお沈 際に残して行ったと思われる皮鞘より侵入仔虫数の
澱層を集合するにあたっても，試験管を必ず 3回ず 推定が可能である。また口腔粘膜に侵入したと思わ
っ洗浄してその洗浄水も沈澱層に加えた。第 1例に れる仔虫数を作用仔虫数で除した場合，作用仔虫数
は A.d.の感染期仔虫を 12隻， 第 2例にも同様 12 に対する口腔粘膜推定侵入率が算出出来る。
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表 10 No-2 諸検査成績
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上記方法で行なうと口腔粘膜作用仔虫数は，第 1 状としては陸軍，頭痛，頭重，視力障害，耳鳴，腰
例では 12隻であり， 回収皮鞘数3個， 回収仔虫数 痛，背痛，循環器症状として動惇，息切れ，貧血顔
は6隻で推定口腔粘膜侵入数は回収皮鞘3個なので 貌，呼吸器症状として腰欺， ij客疾，泌尿器症状とし 
3隻と， 回収仔虫数と作用仔虫数の差で 12隻-6 て尿意頻回，多尿，潤濁尿，その他下肢脱力感，排
A. d. などの症状を調べたが，下肢浮腫，腸筋痛，隻の口腔粘膜への侵入が6，-3隻，すなわち=6隻 
推定される。作用仔虫数に対する口腔粘膜推定侵入 仔虫作用例の第 1，-，第4例までは約 10カ月間， N. 
隻の口腔粘膜4例では2である。第50%，-25率は 
例では4隻，第4，-3例では3侵入が考えられ，第
a.仔虫作用例の第5例では駆虫までの約1カ年間，
何ら自覚症を訴えるものはなかった。 
2隻で，それぞれ作用仔虫数に対する口腔粘膜推定 ③ 諸検査成績
侵入率は 33.3%， 作用例のa.25% N. ，33.3%，-25
隻であり，23，-21例では，口腔粘膜推定侵入数5第 
口腔粘膜推定侵入率は 20.4，-，29.1%の聞であった。 
A. d.仔虫作用例の第1，-，第4例までの総合の口腔 
.4%の間である。36，-27.2粘膜推定侵入率は 
② 自覚症状
各被検者について，鈎虫症により起こるといわれ
ている症状，不眠，全身倦怠，微熱p 易疲労性，盗
汗，めまい，肩凝，四肢冷寒，消化器症状としては
胃痛，胃部不快感， 胸やけ， 暖気， 腹痛， 腹部膨
満，便秘，下痢，軟便，食欲不振，異味症，神経症
I 赤血球 
A. d.仔虫作用例の第 1例では，実験前559万で
あり，実験開始後7日目 548万， 35日目 483万， 
105日目 502万， 238日目 498万であり， 全期間を
通じて異常は認められなかった。
第 2例では，実験前450万，実験開始後7日目で
は405万となるも，第35日目では 462万， 105日目
では 495万， 238日目 495万となり正常範囲内であ
った。
第 3例では実験開始前519万，実験開始後7日目
では 452万， 35日目 510万， 105日目では 49$万，
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表 11 No. 3 諸検査成績
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238日目では 497万であり， いずれも生理的変動範 103%であった。駆虫後は 100%，100%，96%であ
囲内の動きを示していた。 った。
第4例では第 1"，第 3例と同様の範囲であり，実 第4例では実験前 100%，7日目 106%， 14日目
験前には 452万， 7日目 454万， 35日目 485万， 238 80%，35日目 102%，56日目 89%，105日目 98%，
日目 495万で正常の域内を示した。 238日目 100%であり，駆虫後は 96%，97%，100% 
N. a.仔虫作用例の第 5例では，実験前464万， であった。 
7日目 450万， 35日目 520万， 105日目 478万， 238 N. a.仔虫作用例の第 5例では， 実験前には 105
日目 490万であり，第 1回の駆虫後 350日目 504万 %， 7日目 100%，35日目 110%，105日目 101%，
であり正常範閤内の移動を示した。駆虫後も全例に 238日目 99%，第 1回の駆虫後は 94%，92%，であ
異常所見は見当たらず，生理的変動範囲内の動きを り，第 2回の駆虫後は 97%，98%，89%であった。
示した。 血色素については全例に正常範囲内の移動を示し 
II 血色素量 た。 
A. d.仔虫投与の第 1例にては，実験前 102%で III 白血球数，白血球の百分率
あり， 7日目 110%，35日目 105%，105日目 102%， 白血球数と白血球の百分率ではとくに好酸球の変 
238日目 99%で、あった。 化を中心として追求した。
例では，1例の内第4"，1仔虫作用例の第A. d.日7であったが，実験開始94%例では実験前2第 
目98%，35日目 98%，105日目 98%，238日目108 実験前白血球数 4500，好酸球は 6%であった。 7日
%となり，駆虫後は 98%，100%，98%で、あった。 自には白血球数 6800，好酸球 2%であり， 35日目
第3例では，実験開始前には 99%，その後 7日目 には白血球数 6000，好酸球 5%，105日目には白血
には 102%，35日目 108%，105日目 89%，238日目 球数4300，好酸球 5%，238日目には白血球数4400，
¥ 
¥ 
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表 12 No. 4 諸検査成績
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好酸球 3%であり，駆虫後は白血球数は 5300，6200， 5300，4%，238日目 5200，5%となった。駆虫後は 
5400であり，ー好酸球は 2%，5%，4%であった。白 
血球数，好酸球とも全経過を通じて正常範囲内であ
った。 
第 2例では実験前白血球数 4800，好酸球 4%，7
日目には白血球数 6300，好酸球 3%，35日目には， 
白血球数 7000，好酸球 5%，第 105日目では，白血 
球数 6800，好酸球 4%で、あった。 238日目には白血 
球数 3900，好酸球 6%，駆虫後は，白血球数 4800，
7500，4300，であり，好酸球は 3%，0%，3%であ
った。第 2例とも第 1例と同様に正常範囲内で、あっ
た。
第3例では，実験前白血球数 6400，好酸球 1%， 
7日目では白血球数 6200，好酸球 1%，35日目では
4800，6300，5100，2%，1%，4%で全経過を通じて
異常な値を示したことはなかった。
N.a.仔虫作用例である第 5例では，実験前，白
血球数 9800で、あったものが， 実験開始後， 7日目
10400，35日目 14000， と増加して， 105日目には
10300，238日目には 12100，と増加を維持した。第
1回の駆虫後 9800， 8000となり， 第 2回の駆虫後
は8000，5400，6200，と正常範囲内の値となった。 
好酸球については，白血球増加とは並行することな
しに，実験前 3%であったが， 7日目 5%となり，
以後 35日目では 10%，63日目では 20%と増加し，
105日目 8%，238日目 11%，で正常より高い値を示 
した。第 1回の駆虫後は 10%，8%，第 2回の駆虫
白血球数 5800，好酸球 3%，105日目では 7500，2%， 後は， 5%，7%，4%であった。 
238日目では 6000，4%であった。駆虫後は 3900， 
5000，3600，好酸球は 0%，1%，2%となり，正常
範囲内の移動を示した。
第4例では， 実験前白血球数 6700，好酸球 5%， 
7日目 5400，7%，35日目 6000，5%，105日目には 
IV 尿ウロピリノーゲン・テスト 
A. d.仔虫作用例の第 1第4例までの被検者およ
び， N. a.仔虫の作用例の第 5例の，すべてに実験
前，実験中，駆虫後行ない， A.d.仔虫投与例では 
8'"'-'10回， N. a.仔虫投与例では 19回行なった。
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表 13 No. 5 諸検査成績 
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A. d.仔虫投与例の第 1"，第 4例までは全経過を通 陽性，グアヤック法弱陽性であった。その後は陰性 d
じて異常な値を示したことはなかった。 N.a.仔虫 であった。
作用例の第 5例では 21日目に病的陽性となるもそ 第 3例は実験前ベンチジン，グアヤック法ともに
の後は正常範囲であった。 陰性， 7日目ベンチジン，グアヤック法ともに陰
V 糞便潜血反応 性， 35日目ではベンチツン， グアヤック法陰性，
潜血食を指示することなしに， N.a.仔虫，およ 105日目ではベンチジン法陰性， グアヤック法陰
び A.d.仔虫作用例の全被検者に全経過を通じてベ 性， 238日目ではベンチジ〉法弱陽性， グアヤック
ンチジン，グアヤック法の二方法を行なった。 法陰性，駆虫後 313日目，ベンチジン弱陽性以外は 
A. d.仔虫作用例の第 1例では実験前ベンチジン， すべて陰性であった。
グアヤック法とも陰性， 14日目ベンチジン，グアヤ 第 4例では実験前ベンチジン，グアヤック法とも
ック法陰性， 35日目ベンチジン陰性，グアヤック法 に陰性，グアヤック法陰性であり， 7日目ではベン
陽性， 140日目ベンチツン'，，'グアヤック法陰性であ チジン法弱陽性，グアヤック法陰性， 35日目ベンチ
った。 ジン法陰性， グアヤック法陰性， 105日目両法とも
第 2例においては，実験前，ベンチジン，グアャ に陰性，駆虫後もすべて陰性であった。
ック法ともに陰性， 35日目も同様に両方法ともに陰 N. a.仔虫作用例の第 5例では，実験前，実験中，
性， 105日目ではベンチジン法陰性， グアヤック法 実験後の全期間を通じて，ベンチジン，グアヤック
弱陽性で、あった。駆虫後は 306日目でベンチジン法 法とも陰性であった。
-520- 千葉医学会雑誌 第 42巻 
VI 血沈
第 1'"'-'5例全例に 10---12回にわたって実験中に，
また駆虫後も 2回，ウエスターグレーン法によって
行ない 1時間値を示した。
A.d.仔虫作用例である第 1例では実験前6mm， 
7日目， 4mm，35日目 2mmで，駆虫後は 4mm， 
3mmであった。
第 2例では実験前 8mm， 7日目 4mm，35日目 
2mm，駆虫後は 2mm，2mmであった。
第 3例では実験前2mm， 7日目 6mm，35日日 
6mm，であり，駆虫後 2mm，2mmであった。
第4例においては，実験前 12mm，7日目 8mm， 
35日目 2mm，駆虫後は 6mm，2mmであった。
N. a.仔虫作用例の第 5例では実験前 2mm，実
験開始後 7日目 8mm，35日目 21 
mm， 56日目 8mm， 70日目 6 表 14 仔虫投与後の虫卵および仔虫検索 
mm， 駆虫後は 9mm，第 2回目
の駆虫後は 4mm，4mmであっ 
Tこ。 
④ 仔虫および虫卵排出状況
仔虫投与後 28日目より，第 1'"'-'
第 5例までのすべての被検者に，
虫卵および仔虫の検索を行なっ
た。この検索にあたっては，硫苦
加飽和食塩水 3本と，瓦培養 2枚
により仔虫および虫卵の検索を行
なった。 A.d.仔虫作用例の第 1
~第 4例までは仔虫投与後 28日
目より毎週 1回 112日目まで行な
い，以後 4週間に 1回検索して 
261日固まで合計 16回ずつ検索
を行なったが全期間を通じて仔虫
および虫体は見当たらなかった。 
N. a.仔虫作用例の第 5例では
仔虫作用後 28日目より行ない， 
63日目の培養法で仔虫を認め， 
70日目では仔虫および虫卵を認
めた。以後連続して，第 2回の駆
虫前まで陽性で，第 2回の駆虫の 
379日後， 3回検査して 3回とも
虫卵および仔虫を認めなかった。 
⑤ 駆虫および排出虫体
駆虫前日の夕食はパンとして， 
1目前より油類を禁止し，駆虫前
日の夜 9時にはでさ硝 20gを服用
させ駆虫当日の朝は絶食とした。
当日朝 9時頃， 四塩化エチレン (1球中に 0.3g
含)， 15球を 3回に分服させ， 2時間後世硝 25gと
できるだけ多くの水を飲ませた。 
A. d.仔虫作用例の第 1例，第2例，第3例，第 
4例ともに 299日目に行なった。 N.a.仔虫作用例
の第 5例では 261日目に第 1回，第 2回目を 379日
目に行なった。すべての被検者に駆虫前日の便， !駆
虫当日の便，駆虫後 2日間の便で，成虫の検索を行
なった。第 1-'"'-'第 4例はすべてに成虫は一隻も見当
たらなかった。第 5例では 261日目に成虫は見当た
らず，第 2回目の 379日目の駆虫で，四塩化エチレ 
ン15球と Bephenium.hyd，roxynaphtate 2.0 gの 
二剤を服用させ，同様に 2時間後に大量の水と芭硝
己主
28 
35 
42 
49 
56 
63 
70 
77 
84 
98 
112 
140 
168 
196 
252 
261 
299 
306 
313 
320 
308 
350 
379 
389 
393 
400 
No.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 
一 一
一 一 一
一 一 一 一
一 一 一 + 
一 一 + 十
一 一 + + 
一 一 一 + + 
一 + 十
一 一 一 十 + 
一 + 十
一 一 一 + 一+ 
+ + 
一 一 + 十
一 馬区 虫
駆 虫 + + 
一 一 一 一 
+ 十 
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駆 虫
一
一
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25gを飲ませた。第 2回目の駆虫で， 第5例では
雌雄各隻 1ずつの計 2隻の成虫を得た。 
⑥ 成虫回収率
今回の経口感染実験における，投与仔虫数に対す
る，感染成立虫体の割合は， A.d.仔虫作用例の第 
1'"'-'第4例まではいずれも Oであり， N. a.仔虫作
用例の第 5例では1.9%であった。口腔粘膜推定侵
入仔虫数に対する，作用仔虫数の割合は， A. d.作
用例の第 1'"'-'第4例までは 25'"'-'33.3%，N. a.仔虫
作用例の第 5例では 27.2'"'-'36.4%の間であった。口
腔粘膜推定侵入仔虫数に対する感染成立虫体の割合
は， A.d.仔虫作用例の第 1'"'-'第4例では O.N. a. 
仔虫作用例の第 5例では 6.6'"'-'9.5の間であった。
表 15 回収された皮鞘，仔虫，成虫数 
l
作用|回収
仔虫数|皮鞘数
|
|仔虫数成虫数
回収|回収
NO.1 
NO.2 
NO.3 
NO.4 
NO.5 
12 
12 
12 
8 
103 
3 
4 
3 
2 
21 
6 
8 
8 
6 
73 
。。。。 
2{合♀1 
4. 

E E - - a
，
、‘J 括 
① 4人の被検者の口腔粘膜に 300秒間， A. d. 
仔虫をおのおの， 12隻， 12隻， 12隻， 8隻作用さ
せ，対照として 1人に N.a.仔虫を，同様に 300秒
間，口腔粘膜に 103隻作用させた。 
② 自覚症は全被検者とも訴えなかった。諸検査
成績では，第 5例の，白血球増多，好酸球増多を除
いてすべて正常範囲であった。 
③ 駆虫により， A. d.仔虫作用例の第 1'"'-'第4
例のすべてに成虫の排出はなかった。第 5例の N. 
a.作用例では第 1回の駆虫では成虫の排出はなく，
第 2回の駆虫で雌雄各 1隻ずつの成虫の排出を認め 
fこ。 
④ 成虫回収率 
N. a.では作用行虫数の約 27;2'"'-'36.4%が口腔粘
膜より侵入し， A. d.でー は成虫の回収はなく， N.a. 
仔虫投与の第 5例の成虫回収率は1.9%，口腔粘膜
侵入仔虫数に対する回収成虫数の割合は 6.6'"'-'9.5%
の聞であった。
5. 考 察
口から取り入れられた仔虫は水野 (1961)，長花
(1962)，が指摘しているように，咽頭，食道をへて，
胃十二指腸，小腸へと送りこまれて行くわけである
が，仔虫の一部分は，口腔，咽頭粘膜に侵入するこ
とが予想され，とくに口腔粘膜から仔虫の侵入は実
際問題としてもはなはだ意義深いものと思われる。
したがって仔虫の人口腔粘膜への侵入の条件の検討
は重要なものとなってくるが，現在までにこの種の
試みを行なったものは意外に少ない。
伊藤 (1962)は， 300隻の N.a.仔虫を口腔粘膜
に300秒間作用させ，感染の成立をみているが，同
様に 90秒間で 110隻より 150隻の N.a.仔虫では
感染の成立を見ていない。下JIら (1963)は N.a， 
仔虫附着野菜を阻暢鴨下させる実験で，対照として 
N. a.仔虫を同様に 300秒間，人口腔粘膜に 208隻
と146隻を 2名に作用させ全例に感染の成立をみて
いる。このように， N. a.においては口腔粘膜より
の侵入および感染成立が存在し，作用時間と作用仔
虫数の聞に深い関係があることが示唆されている。
口腔粘膜感染実験においては，仔虫を飲みこんで
しまう危険，また仔虫自身の運動により食道，胃へ
と入っていってしまう危険はあろうが，渡辺 (1964)
は8隻の A:d.仔虫の経胃投与で感染の成立をみて
いる。しかし著者の実験では， A. d.仔虫作用例の
全例に感染の成立をみていないこと(このことから
ただちに経胃感染が著者の例では無かったと断言す
ることは少しく危険であるが，そのような可能性が
大きいことは異議がないことであろう。)，また仔虫
が口腔粘膜に侵入した時そこに残してゆく皮斡の存
在の確認により，口腔粘膜よりの侵入の存在を推測
しf尋るものである。
本実験においては口腔粘膜作用仔虫数は 8'"'-'12隻
とした。 A.d.仔虫が口腔より侵入する場合，一般
的には野菜とともに摂取される場合が大部分と思わ
れ， 野菜に附着している仔虫は 10隻前後と考えら
れる。安戸 (1965)は16隻の A.d.仔虫を経胃的
に投与して 8隻の成虫を得ている。また水野 (1963)
が報告しているように，経胃投与した場合，感染成
功率は約 59%としているところより考えて， 10隻
前後で感染実験を行なうことが，実際問題の点から
考えてさして不都合はないと思われるので，口腔粘
膜より 8'"'-'12隻作用させ，感染成立の条件を検討し
た。
仔虫侵入率について
口腔粘膜感染実験による仔虫の口腔内粘膜からの
侵入数の把握は，皮鞘を元にしての侵入仔虫数の推 
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定，および作用仔虫数に対する回収仔虫数の差より
の侵入仔虫数の推定の二つの方法を組合せることに
より正確な仔虫侵入数の推定が可能である。この場
合，皮鞘および作用仔虫数に対する侵入率が計算さ
れることになるが，この両者を元にして計算された
数値の聞に真の侵入率が存在していることを推定し h
でもよかろう。
秋本 (1966)は皮膚感染実験で，作用仔虫に対す
る皮膚侵入率を出して， A. d.は45.7，.66.6%. N. 
a.は40.3"，，64.5%とした。また伊藤ら(1962)は 
N. a.の経口感染実験で，口腔粘膜へ 300秒間作用
させ，口腔粘膜侵入率30.1%とした。下川ら (1963)
は同様 N.a.を口腔粘膜に 300秒間， 2例に作用さ
せ， それぞれ 19.0，，-，22.0%， 18.0"，，22.0%とした。
著者の実験の示す範囲内においては， A. d.作用例 
の第 1""第 4例の和では 27.2""36.4%， N. a.作用
例の第5例では 20.4""29.1 %の聞であった。
以上の成績より N.a.，および A.d.の口腔粘膜
への侵入に関しては，実験の示す範囲内では，著明
な差は認められなかった。
被検者について 
人体実験という特殊な条件のため，実験前，実験
中，実験後も特別な注意をはらい，砂原 (1962)の 
報告を常に念頭におき，すべての場合に万全の処置
をとった。
鈎虫の免疫性に関して，Otto (1946)，松崎 (1931)
らが指摘している感染阻止の免疫に注意し，数年来
鈎虫その他の寄生虫性疾患のないことを考慮に入れ
た。また実験期間中はす足を禁止した。
実験成績について
自覚症
鈎虫症の自覚症については前述のように，全身症
状，神経症状，循環器症状，消化器症状に分けて述
ベてあるが，自覚症についての検討はすでに，岩田
く1954)，富士田 (1954).星 (1954)，小宮(1953)，
柳沢ら (1958)が検討している。若菜病は A.d.の
経口感染の時起きやすいことは多くの研究者により
認められているが， N. a.についても経皮感染時起
こることが，大磯，蒲，らにより報告されている。
富士田ら (1957)は N.a. 1隻のみの感染にかかわ
らず自覚症を認めている。 しかし N.a.経口感染
実験〈胃中投与〉を行なった， 荻野 (1963)，渡辺 
(1964)，徳永(1964)，関根 (1965)，山本 (1965)ら
は自覚症を認めていない。著者の実験では， A. d. 
仔虫作用例の第 1""，第4例まで何ら鈎虫症の自覚症 
状を認めなかった。第5例の N.a.仔虫作用例でも
何ら自覚症は認めなかった。 N.a.仔虫に関して荻
野(1963)，徳永 (1964)，関根 (1964)がふれてい
るように，肺循環と若菜病との関係の推測は， N. a. 
仔虫作用例の第5例が口腔粘膜より侵入し，肺循環
を行なったと推測される以上，今回の実験では何ら
自覚症を示さなかったことを考えると，肺循環と自
覚症との関係はさらに検討を要するものであると考
えられる。
他覚症状について
赤血球数，白血球数，血色素量，血沈，白血球百
分率，胸部 X 線検査，肝機能検査，尿検査，便潜
血反応検査など，諸検査よりの鈎虫症の追求は枚
挙にいとまがないが， 鈎虫小数寄生例で出， 徳永
(1964)，山本(1965)らはいずれも血液所見を除い
ては何ら，他覚的に変化を示さないことを指摘して
いる。
白血球変動に関しては，大場 (1929)，河西 (1932)，
梁 (1923)，鈴木 (1959)らはいずれも白血球増多と
共に，好酸球増多もあったと報告している。杉島
(1960)は白血球増多症が多くみられ， この増多は
好酸球の増多症のためと考えられるとした。関根
(1965)，秋本 (1966)は好酸球が増多しても白血球
の増多はみられず，とくに両者の関係はみられない
と述べ，さらに秋本(1966)は虫体寄生数が少ない
ため，血液像に対する反応が好酸球を除いて，さし
たる変化が認められなかったのではないかと考慮し
ている。平川 (1959)は A.d.感染例で 23，.24%
に好酸球増多症をみ，被検者聞による好酸球と虫体
との数の相関は認められないが，駆虫による虫数の
減少とは並行関係があると述べている。
白血球数については食餌などの変化がありまた好
酸球についても，鈎虫疾患のみならず，食餌，運動
などにより変化するので，著者はこの誤差をなるべ
く少なくするため，朝は待食として，検査時なるべ
く安静を指示した。 A.d.仔虫作用例の第 1""第4
例までは，実験前，実験中，実験後とも有意の変化
は認められなかったが， N. a.仔虫の作用例である
第 5例では，平川 (1959)の報告のごとく変動し，
小数感染であるが，白血球増多，好酸球増多を示し
た。白血球増多と好酸球増多とは必ずしも平衡関係
を示さなかった。
潜血反応
富士田 (1957)，宮川(1956)，荻野(1960)，安戸
(1964)，徳永 (1964)，関根 (1965)，秋本 (1966)ら
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のいずれの見解でも，鈎虫寄生の結果潜血反応陽性
となったとは考えにくいとしている。ベンチツン，
グアヤック反応は，食餌中にごく少量の血液がまじ
っていても，潜血反応陽性に出る場合もある。口腔
内出血，とくに堅い歯ブラシなどによる場合，痔出
血，鼻出血，咽頭出血などを除外して判定すること
が必要で、ある。
第 1---第5例までいずれも今回の実験でも鈎虫症
感染による潜血反応との関係は見出されなかった。
虫卵排出状況
秋本 (1966) は48例の経皮，経口人体感染実験
よりの報告を集めて，鈎虫感染期仔虫が人体内に侵
入し， 虫卵排出可能になるまでには平均 71.9日を 
要し， N. a.の平均日数は 67.3日， A.d.の虫卵排
出平均日数は 81.3日であるとした。著者の実験の 
示す範囲では， N.a.口腔粘膜作用例の第 5例で， 
63日目で仔虫陽性， 70日目で仔虫， 虫卵共陽性と 
なった。これを上記の報告と比較してみると， N.a. 
は63日目であり，秋本 (1966)報告の 67.2日とほ
とんど同じ値を示している。
回収成虫率
伊藤ぐ1963)は N.a.仔虫で，口腔粘膜に 173隻
作用させ，仔虫侵入数 52. 排出成虫数 24を得てい
る。
下川ら (1964)は野菜附着仔虫を口腔内で阻暢嘱 
下させる実験で対照として， N.a.仔虫をおのおの 
口腔粘膜へ 208隻，他の 1人に 146隻 300秒作用さ
せ，推定侵入数 41，-，44，21，._.26で，排出成虫数 7隻 
と3隻を得ている。著者の行なった実験では N.a. 
仔虫を同様に口腔粘膜へ 103隻作用させ，推定侵入 
数 21，.30隻であった。伊藤ら (1963)の実験では，
作用仔虫数に対する回収成虫率は 13.9%，侵入仔虫 
に対する回収成虫率は 46.2%であった。下川ら 
(1964)では，作用仔虫数に対する回収成虫率は 3.3
%， 2.0%，侵入仔虫数に対する回収成虫率は 15.5，-， 
17.1%，11.5，-，14.3%であった。今回の実験範囲で
は作用仔虫数に対する回収成虫率は1.9%であり，
侵入仔虫数に対する回収成虫率は 6.7，-，9.5%の聞を
示し，伊藤ら(1963)，下JIら (1964)よりかなり
低い値を示した。
結 論
1. 死亡統計からの観察について
死亡統計を観察してつぎの如き結論に到達したふ 
① 鈎虫死亡実数および死亡率(人口 100万対〉
を男女別に明治 33年より，昭和 37年まで観察し，
死亡実数については， 男子では昭和 25年， 女子で
は昭和 22年が最高で、あり， 最底は男女とも昭和 37
年で、あった。死亡率よりみると最高は男女共明治 40
年，最底は男女とも昭和 37年である。 
② 府県別， 地方別に分けて昭和 35年と昭和 37
年を観察すると，府県別では昭和 35年男子で 10以
上の県では鹿児島，奈良，女子では鹿児島であり，
昭和 37年では 10以上はなく 5---9.9の間で，男子で
は熊本，女子では広島，佐賀，鹿児島である。地方
別に分けると，昭和 35年，昭和 37年ともに中国，
九州地方に高率である。
③ 昭和 37年府県別死亡率(人口 100万対) を
男女性別に， Poisson分布，および.P61ya-Eggen-
berger分布にあてはめてみると， Polya-Eggenber・
ger分布には適合度の検定で良く適合しているが， 
Poisson分布では適合度の検定で適合しない。
④ 37年鈎虫死亡率(人口 100万対〉を 5才階級
別に分けて観察すると， 男性では 50，-，54才階級ょ
才階級より死亡率の上昇が著39，-，35女性では り，
明である。 15，-，49才と 50才以上の二つの群を男女
別に分け観察すると， 50才以上の群は 15，-，49才の
群に比して， 男女とも死亡率が高く約 15，-，25倍で
ある。
2. 実験的感染について
A. d.仔虫を人口腔粘膜に 300秒間 4人の被検者
に8，-，12隻作用させた。また対照として同一条件で
1人の被検者に N.a.仔虫を 103隻作用させつぎの
結論に到達した。
① A. d. の口腔粘膜推定侵入率は 27.2，-，36.4%
の聞であり， N. a.の口腔粘膜推定侵入率は 20.4，-，
29.1%の聞であった。
② 自覚症は駆虫するまでの全期間を通じて全例 
に異常を訴えるものはなかった。
③ 血液所見では N.a;仔虫作用例の第 5例に白 
血球増多，好酸球増多を示し，糞便中に虫卵および
仔虫を認めた。 A.d.仔虫作用例では種々の検査の
結果で、は正常範囲で、あった。
④駆虫により， A.d.仔虫作用例では成虫を得
られず， N.a.仔虫作用例では雌雄各 1隻の成虫を
認めた。 N.a.仔虫投与例の成虫回収率は 6.7，-，9.5
%の聞である。
稿を終わるにあたり，終始ご懇切なると指導， 
C校闘を賜わった恩師柳沢利喜雄教授に謹んで
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感謝の意を表しますとともに，本研究にあたり，
終始 C指導， と助言をいたTごいた水野哲夫助教
授に心から厚くお礼申しあげ、ます。まに種々 C
助言をいただし、た予防衛生研究所寄生虫部長小
宮義孝博士，千葉大学医学部寄生虫学教室横川
宗雄教授，ならびに種々と協力をいただきまし
た教室員諸氏に深く感謝致します。なお人体感
染実験の意義を解されて，すすんで本研究に直
接と協力いた fごきました有志の方々には，衷JU
より感謝致します。
本論文の要旨は第 21回，第 22回日本公衆衛
生学会総会において発表した。
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